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学校体育は．現時点の児童 ・生徒の健康や体力の噌進をはかるためにのみ行ーなわれるべ
きものではなく ，遠く児童 ・生徒の将来の生活においても．種々の運動を生かL.健康や
体力の保持増進をはかり ，幸福な生活をいとなむことができるように考えなければならな
L、。学校時代に．体力の強化をねらった指導が成されたとしても，卒業後，まったく運動
を中止してしまうことの多い現在の社会情勢では，その体力を維持することすら．むずか
しいであろう。学校体育は，社会体育を考えたうえで，それと密接なつながりをもつこと
に努力しなければならなL、。勿論，政治的解決を待たねばならなL、問題も多いが，その中
でも常に，児童 ・生徒の将来の生活の中で，体育がどのように生かされ‘伸ばされてL，、く
かを考えていかなければいけないのである。
体育界は．オリンピック東京大会後．体力づくりが盛んにさけばれている。そして，そ
の方法は，非常に科学的になってきた。このことについては，体育にたず‘さわるものにと
って，特によろこばしい事実である。しかし，たとえ科学的なそのための計画が成された
としても．その効果が，安易にあがるとは考えられなL、。なぜならば，体育指導の場にお
いて，その方法で実施されるまでには，相当の期間やfl＼抗を覚悟しなければならないから
である。
教育の方法もまた，非常に科学化されてきた。しかし，人聞が人聞を教育するというこ
との複雑なものの中には，科学だけで処理できぬむのがある。それをささえるところの，
もっとも人間的なものが大切であることに気づくのである。指導者は，科学を駆使する人
｜間的な感覚を豊かにすることに，全力をそそがねばならないと考える。
一般的には，今日でも，身体の教育をとりあげることなく人間の教育を考える教育観
が．深くはびこっている。科学的な研究を行なう場合においても．かくの如き考え方の上
に立って．なされるのである。最近， ょうやく身休的基礎のとに立って，知織や情緒， j霊
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動や技術などを解明すべきであるといわれるようになった。そこで，人間教育において，
身体の教育をどのように位置づけるかが，大きな課題である。
教育を知育 ・徳育 ・体育と三分する教育説は，明治初年からのものである。そして，今
なお，一般的には体育は，知育 ・徳育とは別のものであるとしづ通念が，ぬぐし、去られず
にいる事実がある。当然，体育は，身体の教育を中心としたものにはちがし、なし、。 しか
し 体育の中にも知識の教育があり，また，精神なくして身体運動を通しての教育は，で
きないわけで、ある。従って体育では，運動の技術や体力の向上ばかりでなく，知識教育を
し，精神教育をし．その中には道徳教育も含めているのである。そして更に，審美的な情
緒も含められ，人間教育全体の中で，体育をみつめていかなければいけなし、。
ここでは，体育の中において，きわだった特徴をもっところの学校夕、ンスについて，考
えてみたいと思う。体育の教材の中で，特に学校ダンスは問題が多く ，そして最近，体力
問題がやかましくいわれるようになり，今迄以上に学校ダンスに対する論議が強くなって
いる。これら，特に問題の多い学校ダンスをもりあげ，舞踊の歴史を通して「舞踊とは何
か」．そして舞踊を通して 「リズムとは何か」，更に学校夕、ンスといわれるものは，どのよ
うにあらねばならないのかについて深く考えてみたし、。このようにして学校ダ、ンスを深
め，体育におけるダンスの位置つεけを，明確にさせる必要があるのではないかと考えるの
である。学校ダンスの問題点の一つは，その変遷にあるだろう。しかし，もっと大きな問
題点は，指導者自身のダンスに対する見解の相違，またダンスのもつ独特の指導内容にあ
ると考えられる。これらの問題解決の一基点として私見を一応まとめたが，問題の本質に
論議のあるところが多いので，多くの御批判，御検討をうけて，今後の研究に寄与した
し、。
2.舞踊の本質
舞踊の本質を考えるには，舞踊の発生をかえりみなければならなし、。そこで，遠く原始
社会をふりかえってみると，原始社会における身体運動は，狩猟のために槍や弓をもって
平野を走り ，岩に登り，木に登り，川をとびこえ，泳いだり，相当にはげしいものであっ
た。このようにして自然のうちに，筋力 ・持久力，そして敏捷性もつけられたのである。
そのような中にあって舞踊は，単なる本能的な運動ではなく，そこに何らかの目的をもって
成されたのである。暇であるから踊ったのではなく，獲物が取れないときは悪霊がし、ると
考え，それをはらいのけるために踊り．また，狩猟の前には勇気を鼓舞し，団結をはかる
ために踊り，そして獲物の多いときは．神に感謝する意味で踊るというように，一日の多
くの時聞をさいて舞踊していた。原始人は，自分達の欲することを動作で模倣し，それを
踊ることにより望みがかなえられると考えたのである。従って，戦闘動作の型などを，出
陣前の団結や勝利の喜びに踊ったのである。また，太陽を人間と同じような生きものと考
教育における舞踊の見解 75 
え，地上の生物の命をうばうことにより再び地上に恵みを与えてくれるものであると考え
ていた。そのために，太陽に人柱を立て，人聞が犠牲になることにより，太陽の恵みを得
ょうと考えたのである。そしてまた，農作物の収穫を祈り，雨乞いや太陽に祈る踊りをし
たり，病気にかかると，それが悪魔のしわざと思い，悪魔を追いはらうための舞踊をした
のである。このようにして，生活の中でめばえた舞踊は，やがて古代エジプトや古代ギリ
シャ等の古代文明国においては，一つの特色をもった舞踊として発展していったのであ
る。古代文明国の宗教は，唯一の精神生活の世界であり，舞踊は，宗教的儀式のーっとし
て，おごそかに行なわれたのである。
しかし，舞踊は，他面では娯楽を目的としても行なわれ．アクロパット的な踊りや淫楽
な踊りもされていた。特に，ギリシャにおいては，宗教の場で行なわれる踊りとともに，
音楽や詩歌や演劇と一緒になった芸術としての舞踊も行なわれていたのである。
このようにして，古代ギリシャでは，心身一元論の思想、が教育における舞踊の価値を認
めたのである。やがて中世になり ，このI時代に近代スポーツの素地 ・土台が築かれたとい
われるが，舞踊はまさしく暗黒時代といわれる。この時代の教会における舞踊の排斥は，
その後の舞踊発展に大きな影響があったといわれている。このことは，農民の間で、踊られ
るワイン ・ダンス．つまりフォークダンスをうむこととなり，それがきっかけとなって舞
踊は，貴族による宮廷舞踊として，見せるためのもの，つまり広義の芸術舞踊へと変って
し、くのである。宮廷舞踊は，やがて貴族の耽美主義からバレエをうみ出すもととなる。し
かし，色々な過程をふんで近代に入札西洋で、おこされた舞踊革命によって．それまでは『
唯一の芸術舞踊として誇り高く君臨していたところのノくレェが，否定されるようになった
のである。
このようにして，心身一元論が，再び唱えられるようになり，そこで 「舞踊とは何んで
あるか」を真剣に考えるようになったのである。それは，喜びゃ悲しみの感情を，身体を
もって表現するのが新しい芸術であるということでパレェを否定し，そしてまた，あのト
ウシューズの不自然、さや健康を害するようなコールセットを使うことをもってバレエを否
定したのである。型にはまることから解放され，自由に運動しようというのである。そし
て，芸術一般にいわれ出していた自然主義の思想により， 自然に動くことによって舞踊す
ることが正しいといわれた。それから，舞踊の基本形式，訓練法．創作，伴奏音等の方法
論が研究されたのである。以上のような舞踊の過程を見た上で，現在一般によく理解され
ていないところの 「舞踊とは何んであるか」「舞踊はどうあらねばならないか」について追
求し芸術性を考察してみたい。
われわれが．舞踊について知ろうとするとき．いつも舞踊の名称 ・呼名について考え，
そして困惑「るのである。
何故かといえば，舞踊といってもいろいろなものがあるからである。例えば，英語・ フ
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ランス語のダ、ンス， ドイツ語のタンツについてさえ， それぞれが何を指し，またそれが正
しいか否かもはっきり言えない。
日本においていわれる舞踊は，日本古来の舞踊であったり，西洋の夕、、ンスやタンツの訳語
であったりして，非常にはっき りしないものがある。そこで，われわれが教育の場で考える
舞踊についてを芸術舞踊と称し，社交ダンスやフォークダンス，ショーダンス等は，芸術的
でない舞踊として区別して考えねばならなし、。そしてまた一般的にタンスと言われる言葉
についても，社交ダンス，フォークダンス等と区別がつけられず，そのまぎらわしさをさけ
るため舞踊とするのが適当と思われる。舞踊はわれわれの身体運動をもととするものであ
る。一方においては芸術として進歩を続けるところの舞踊も他方では生活と結びついた諸
々の中に存し，依然、として異なるところなく続けられている型のものがある。 このような
ことから舞踊についての解釈をむずかしく し，舞踊の本質を複雑にさせているものと思う。
そこで舞踊の本質を考えるにあたり，われわれは，芸術としての舞踊を対象として考えねば
ならなし、。舞踊は，人間の身体を素材とする身体運動であり，身体をもととする芸術である。
すなわち，身体の動きが何かを表わすということ，つまり動きにより全人格を表現する芸術
である。この動きこそ舞踊の生命であることはいうまでもなし、。それでは，動きすなわち運
動とはなんであろうか人間が生きているこ とは，そのこと自体が身体運動であり，われわれ
の毎日は，全てが身体運動の範隔に入る。しかしこの全ての運動が舞踊とはならなし、。われ
われの身体運動の中で，生活や仕事やその他もろもろの原因のために多くの場合は，不自然、
な運動，正しくない運動や美しくない運動をするわけである。舞踊は，原則的には美しい運
動すなわち自然運動（注，自然、運動とは，生理学的，力学的にかなった運動をいう。） を対象
として考えるので，生活や仕事などの不自然な運動は舞踊ではないことになる。要するに舞
踊は，人間の身体がなす自然運動によって芸術するものであることになる。だからといっ
この個々の自然運動だけでは舞踊にならないわけである。それら個々の運動が組み合わさ
て，れ，つながらなければならなし、。そしてなお， この結合は合理的に行なわれることが要求
され．リスミカルな運動となる。しかし， このリ スムは音楽の リズムではなく， 運動自体
から生ずるところのリズムを指すのである。こうしてできた舞踊的運動を更に舞踊の法則
にもとづいて組み立てることにより，はじめて舞踊とよばれるものができ上るのである。
ところがこの運動は，加えて目的をもつもので、なければならなL、。目的がはっきりした時
に舞踊が成り立つのである。 白的とは，内面的なものの表現にある。芸術は表現なりとい
われるほどで，表現は芸術にとって重要なものであり，生命であるといってよし、。故に舞
踊は，人間の感情や思想、を身体の運動よって表現する芸術である。この前提にたてば．フ
オークダンスや娯楽舞踊，ショーダンス，バレエは，ここでいう舞踊の中に入らなし、。心
とは感情だけでなく ，考えることも意味するものであり，白己の考え方が社会につながる
ことを考えると，舞踊は，われわれの生活の中にあると考えてよいのではないかと思う。
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このように全ての芸術活動と同様に，身体表現をして芸術「fcI見をつくるのであるが，自分
の身体をもって表現し，活動することが大切であり，その中には，理論で言い表わしえな
いものもあるわけである。そして舞踊は，彫刻と同様に空間芸術ではあるが，運動によっ
て空間を形成することにある。また，運動は．そこに速度があるので，速度つまり時間を
含めた空間形成の芸術で、ある。加えて舞踊は，目を通して感んずる芸術なのである。
3. リズムの意義
全てがリズムであるといわれているが，中でも音楽や舞踊にとってリズムは，欠くこと
ができないものである。音楽にリズムを欠くことができないということは， リズムがその
生命であるところから，わかりきったことであろう。しかし，舞踊においてもリズムは，
欠くことができないのである。音楽におけるリズムについては，一般によく知られている
であろうが，舞踊のリズムは， 音楽のそれとは異なるものがある。
リズムの概念は，非常に広く，「リスムは全てである」といってもよいのである。静も零
の動きを表わすということから考えると，静において動を表わすことができるわけであ
り，また一方， リズムは，規則i生のある変化の系列であるということもできるところか
ら，不規則なリズムでも更に広義の概念からすれば，そこに一つの規則性が発見されるも
のであろう。また，不規則なリズムとは，規則的なリズムの一部を欠いたものであるとす
れば．そこに規則的なリズムが存在していることになると考える。かくして， 「リズムは
一つ」とも 「リズムは全て」ともいわれるのであろう。陰と陽の関係，偶数と奇数，表と
裏，また和歌のリズム，詩のリズム，会話のアクセントのリス‘ム，波のょせかえし，昼と
夜のくりかえし，週や月のくりかえし，四季の変化等の自然の規則正しい動き，また，日
常生活の中にも時計の音，雨だれの音，鐘の音，お湯のわく音等，そこにも一つのリズム
を感んじとることができる。そこで，次に舞踊についてのリズムを考えてみたい。
舞踊におけるリズムの中心は，運動のリズムである。 一般的にリズムを概念づけた場合
には，同じものとなるといえるが，それが各々具体化された芸術におけるリズムとなる
と，各々異なった法則をもつようになるのである。音楽をかり，建築の姿をかり，運動の
姿をかりで，われわれは，そこに具体的なリズムをつかむことができる。もし表現が同質
ならば，音楽も舞踊もそのリズムは．同じであったろうが，音楽は， 音によって聴覚に訴
え，舞踊は，運動によって視覚に訴えるものである。従って，その表現のしかた，表現の
強さ，時間の長短の関係，その他のこまかL、点において，独自のものになってくるのは当
然のことである。舞踊が，この独自性を主張せずに，長い間，音楽のリズムに従属してき
たことの誤まりは，舞踊のリズム，即ち「運動のリズム」の真実がきわめられなかったこ？
とに原因しているであろう。
舞踊のリズムは，比較的短かい，ある一連の運動の中におけるリズムだけでなく，舞踊
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作品の全体の時間的構造にも関係してくる。音楽は，音の時間的流れが．そして舞踊は，
動きの時間的流れがもとで，各々リスムにより成り立つ表現形態であるが為に，音楽と舞
踊が， 一緒になって発展していくのが当然のように思われる。しかし，音楽も舞踊も，各
々の発展領域があるわけで，更にそれぞれは高度なものへと進んでいくのであり，その高
度な時点で，より高度なものへの発展のために，互に助け合いながらいかねばならないと
考える。
リズムは，運動にとっても，舞踊にとっても重要なものであるが，それを，独立した舞
踊創作のー科目としてとりあげない理由は， リズムは舞踊の部分の問題ではなく．舞踊全
体のどの面にも包含されており ，従ってその学習i 舞踊のそれぞれの場において，異な
った角度から行なうことがより効果的であることと， リスム自体が，それだけを抽出する
ことのできない性格であるからである。
4. 教育舞踊のあり方
教育舞踊を考えるにあたり，舞踊においても体育の目標を忘れてはいけないということ
を，第一に考えなければならなし、。舞踊 ・リズム運動を体育の中で指導するかぎりにおい
ては．この運動の全てが，体育の目標を達成させうるものでなくてはならないはずであ
る。
わが国においては，敗戦をさかいにして，学校体育における舞踊は，著しい転換をした
のである。いわゆる既成作品の指導から，一気に自己の表現をなす活動へと変ったのであ
る。即ち，創造性を尊：び，芸術本来の姿にもどったともいえるわけである。しかし，舞踊
は芸術であると言えば， 「では，何故体育の中にあるのか，純然たる芸術ならば，音楽や
美術と並んで芸術科の中に入れる方がよい。」といわれることがある。本来ならば， アメ
リカのように舞踊専門学校があり，舞踊が芸術としても高く認められることが理想である
が，わが国においては，しかも現時点では，体育の中で成されることがよいと考える。芸
術は，専門家の成すものとい う誤った一般的な考え方があり，また，素質をもったもの，
いわゆる天才的要素の強いものが行なうと考えられているのである。しかし，これは間違
いであり ，極端な言い方をすれぽ，人聞が生活しているあらゆるところに芸術があり，そ
して一般の人々は，常にあらゆる場面で芸術行為をしていることになる。しかしそれに
もかかわらず，そのことに気がつかないで生活をしているのである。逆説的には，芸術行
為なくしてわれわれの生活はなりたたなL、。しかしそれら一つ一つを一般的には芸術で
あるとはいっていないだけである。人は，誰でもが何かを表現し創作する，つまり芸術する
のであるから，芸術教育ということは，全ての人になされなければならないものである。
よく芸術は，教養のためにするとうことを耳にするが，音楽をきく能力や舞踊や美術の観
照能力（注．芸術的対称を直覚し，具体的に自己の心に映して味わうこと〉を養うためで
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はなく ，人聞が本来持っているところの芸術に関する基本的能力を，教育していくという
ことである，舞踊は，芸術であり，教育は，科学である。芸術教育は，芸術にとっても，
科学にとっても必要欠くべからざるものである。
教育は人生を扱う仕事であり，人閉または人生を扱うということは，只科学のみで扱い
きれないものも出てくるわけである。
芸術は，夢や理想であるの教育の中で，理想的人間像をつくりあげたいといわれるが，
舞踊も，その教育的価値をもって，教育に充分な役割を果たすものである。そしてまた，
教育は，この夢や理想、を決して忘れてはいけないと考える。
教育では，専門教育と一般教育の二つの考え方があり，人間として物を見，物を考えて
いくことができるように教育するには，目先に役立つ専門技術を教えるよりも，もっと重
要な人間そのものをつく りあげるということを目的にした教育をすることである。
人聞を高めていこうとする教育の目標をかかげた時に，その手段と して，舞踊は価値あ
るものである。全ての人聞がもっところの芸術的能力を高めて，更に豊かにし，そして美
を創造する能カを養うことにより，人間形成に重要な役割を果すと考えるのである。
それでは，教育の場で、行なわれる舞踊は，いかにあらねばならないのかについて考えて
みたL、。
教育の場で行なわれるところの舞踊は，教育舞踊 （学校舞踊，学校夕、ンス〉といわれて
いるが，これは，教育舞踊という型のものがあるわけではなく ，舞踊の教育的な見方， 考
え方等の理論づけが成されていることと，その方法にも理論づけが成されているとい う
ことであると考える。舞踊は，その歴史をふりかえってみると，教育の分野で活躍したこ
とより，むしろ教育以外のところでの活躍の方が大きく ，そして華やかで、あることがわか
る。一般家庭でも，学校において，舞踊を教材としてやることより，教養の一つのよ う
に，子ども達を連れて町のレッスン場に通い，そして， 娯楽のーっとしては，社交のため
と称してソ ーシヤル夕、、ンスをたのしみ また フォーク夕、、ンスの会では，宮様も入り賑や
かにたのしまれる。酒の席で盛んにもてはやされるショ ウ・ダンス，そして，テレビでは，
歌手の歌に合わせて踊る リズミカルなダンス，また．ジャズに合わせて踊るジャズタンス
といわれるもの，そして，特殊な靴をはいて踊るタ ップ ・ダンス，みごとな ミュージカル
ショウで，派手に踊られる踊り等，数えあげればダンスの数は，非常に多しことに気がつ
く。そのため教育の場で、行なわれる舞踊を，特に教育舞踊とよぶ方がわかりやすいのであ
る。そして，教育の過程の中では，人間の上に立って成されたところの創作舞踊をとりあ
げることが望ましL、。既成の踊りを教えるのではなく，そしてまた創作舞踊そのものを第
二義的に考え，舞踊の過程を手段と して扱っていくことが大切である。創作舞踊の過程そ
のものが人間形成となり． より高い人聞をつくることになる。ここで、養われた美的創造力
は，他の面にも転移するであろうし，全ての生活の上にも役立つであろう。
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舞踊を通して成される教育は，人間の心と身体の関係においてなされる教育である。情
操とかリズム感も，舞踊を通して最も効果的に教育できるのである。舞踊は，感情や思想、
を身体運動で表現する表現教育であるが，これは， 技術を意味するのではなく，心の内面
も同時に教育されるものであることに気がつくのである。
理想的人間とは，身体的，心理的，精神的作用が，調和的に発達することであるから，
身体運動を行う ことにより，その知的な面の発達をうながす舞踊活動は，教育にとって，
如何に大切であるかを知ることができるの従って，舞踊の指導を誤っては，教育にとって
マイナスになることはあっても，プラスになることはないのである。従来のダ、ンスに対す
る考え方を改め，新しく具体的目標に向って進むべきと考える。
健康で運動的，表現的な身体をつくり J ズム感を発達させ， 空間形成能力を養い，即
興能力， 豊かな表現力を養い， 高い情操をもたせ，創造的，審美的人間をつくりあげるこ
とを目標に，指導者は，更に奮起しなければいけないと考える次第である。
5. 現行指導要領の中での学校ダンス
体育ほど，生活との限界がひきにくい教科はないといわれる。しかし，体育の特色とし
てあげられるのは，児童 ・生徒の内面にあるところの，心身の発達の可能性を実現するこ
とにあるということである。この点から考えると，芸術，つまり音楽や美術そして作文な
どのような，創造，表現を主な目的とする教科と共通点をもつものであるが，これらは，
主として精神面．知能，そして情操面に働らきかけられるものである。 それに対して体育
は，あくまでも心と体をもってなす，全人教育であり，そしてなお，各個人の調和的発達
をうながすものである。このようにして成される体育は，生活と切りはなされないもので
あり，生活と密接なつながりをもつものである。従って，児童 ・生徒は，将来の社会生活
にも充分耐えうる身体を築かねばならないところから，学校体育が， 学校H寺代のもののみ
にとどまってはならなL、。
オリンピック東京大会以後，体力という言葉が常識のよ うに言われるようになり，そし
てまた，新指導要領では，体力が強調されたかのように思われる言葉の表現を発見する。
最近では，壮年体力テス トなどが司各地で行なわれるようになり，そしてまた，幼稚園児
の体力テス トも行なわれるよ うになってきた。このように，学校も社会も「体力」「体力」
とさわいでいるかのように思われるのである。従って，体力中心の体育を実施することが
強調されているのではないが，何かしら体力づくり中心のよ うに感んずるのかもしれな
L、。高等学校入学の筆記試験にも，体育が行なわれていた時は，どうしても中等学校にお
ける体育は，知識偏重の傾向を示したことは事実である。入学試験に体育が実施されない
ようになってから．なお更．教指導要領が，体力づくりを強調しているかのように感んず
るのであり，知育 ・徳育 ・体育の調和的，教育本来の姿にもどったとみるならば，そこに
教育における舞踊の見解 81 
問題はないものと思う。現場の教師の受けとり方によっては，体力ということが強調さ
れ，それが支配的な位置を占めることになっていくのではないかという懸念がないわけで
もなし、。体力づくりを強調していくと，学習が身体面にのみ集中して行なわれるようにな
り．体育本来の目的である心身両面の教育にならず，心身二元論を思い起こさせるのであ
る。体力づくりは，あくまでも児童 ・生徒を尊重して行なわれなければならないものであ
り，強制になってはいけなし、。それぞれの発達上の特性をつかんだ上で行なわれなければ
ならなし、。学校体育においては，体力づくり中心の体育ではなく，現在行なわれている各
運動教材を，より計画的に実施することにより，児童 ・生徒の運動欲求を充たし，更に，
体力を高めていけるのであれば，それがより望ましいと思う。体カづくりをいけないと言
うのではなく，そのことを中心に行なうことにより ，心身二元論的考えにおちいり，また
体育の進歩を妨げるのではないかと考えるのである。体力づくりにより，果して人間形成，
つまり，精神面の教育が，どの程度，どのようにして成されるかが懸念されるのである。
体力の必要性を充分に児童 ・生徒に認識させたとで，今日の体育の目的にかなった体力づ
くりを，どのように成すかを考えなければいけなし、。それは，現在行なわれている教材を
更に考慮し，そしてそれぞれのスポーツ技術追求の過程の中で，あるいは体操 ・ダンスの
技術追求の過程の中で，体力ということを改めて考え直し，一方では，これらの教材をも
って成すうべき社会的な教育を行なうことが望ましいと考える。
現在行なわれている教材は，終戦を境に大きく変化したもので，体育は，軍事的価値を
返上したのである。体操 ・スポーツ・ダンスという教材の中でも，スポーツの占める割合
は大きし、。そのことは昭和26年の指導要領でも，その傾向があらわれ，ボクシング ・レス
リング・ピンポン・パドミントン・水球・登山・ハイキンク等の多くのスポーツが，選択
種目としてあげられている。昭和33年とお年に，中等学校・高等学校の指導要領が公布さ
れ，運動が7領域（徒手体操 ・器械運動 ・陸上競技・格技・球技・水泳・夕、ンス〉に分け
られた。そして更に，競技スポーツが盛んになることにより，なお一層，スポーツが教材
の中心となって行なわれている。このようにして，スポーツ中心の教材では，ややもする
と技術的指導に片寄っていくのではないかと考える。教育の一分野としての体育では，心
身共に教育されなければならないのであるから，各教材は改めてその指導過程において，
体育本来の目標どおりの指導がされているか否かを充分検討すべきである。
体力問題が叫ばれて久しくなるが，その間，常に問題視され続けて来ているのは，ダン
スであろう。そこで，問題視されるのは，どこにその原因があるのか，果してダンス教材
は，体育の目標に合わないものなのかを考えなければならなし、。そして，問題視される，
その原因を考えた上で，反省すべきことは反省し，舞踊のもつ教育的価値を全てうち出す
ことができるよう ，指導者は全力をあげねばならないのである。
木学の体育科一期生について，高等学校における舞踊経験を調査したところ， おおよ
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そ，次のような結果であった。
指導要領どおり行なわれていると思われるもの 2% 
いくらか指導されている 26克
全く指導されていないと思われるもの 72% 
そして，そのことについて，更にくわしく調査したところ，舞踊が，よく研究されて指
導されたものではないことがわかったのである。舞踊が，よく研究されて指導されたと思
われるものは， 1%に充たなかったのである。舞踊は，他教材のように，技術を指導する
のではなし、。スポーツを教材とするときは，その指導の方法は．おおよそ見当つくが，舞
踊の場合は，児童 ・生徒の内面にもっているものを，じっくりとひき出してやらなければな
らないところにむずかしさがあり，また．経験のないものが．いきなり指導要領を見ただ
けでは指導が全く成されないのである。
指導の方法を誤っては，教育にプラスになるどころか，マイナスになるということは前
にも述べたとおりである。教師は，児童 ・生徒の内面的なものの表現を可能にし，創造の
喜びを味わうように指導したいものである。そして，このことを通して．必ずや，健康で
運動的，表現的な身体をつくり ，リズム感を発達させ，空間形成能力を養い，即興能力や
豊かな表現力を養い，高い情操をもたせ，創造的，審美的人聞をつくるという目標を達成
したいと考える。
ダンスは，運動量が少なく，体育の目標にあわなし、。あるいは司児童 ・生徒が好まない
し，自信がないのでやりたくないなどということをよくきくが，舞踊の運動量について
は，渡辺氏が，血液循環や呼吸運動を通しての体力づくりには，十分効果があるとし，ま
た，エネルギ一代謝率を．他のスポーツと比較しても，野球やマラ ソンなどのそれと近い
ものがあるとしている。そしてまた．舞踊は，筋力づくりの面には．大きな期待ができな
いが，他のスポーツではできえないリズム感や空間形成能力の養成等をすることができる
のである。リズム感や空間形成能力が，われわれの日常生活に，どれだけ必要であるかと
いうことは承知のとおりである。このように舞踊を教育的に価値ある ものとするために
は，指導者は，充分教材の研究をしなければいけないと考える。
体育教材におけるダンスの問題点は，その多くが，指導者に対する批判である。スポー
ツやタンスの楽しさを味あわせることは，同時に体力を高めることになるのであるから，
指導の方法が下手であっては，それだけで、体育の，ダンスの目的に合致しないのである。
児童 ・生徒の好まないのは，発達段階に合わない指導をしたり，あまり に高いレベルのもの
を要求したりすることに原因があるのではないかと考える。そのことが，結局，指遵が下
手であると言われるのではないか。
女教師ばかりでなく ，広く体育の指導者が，舞踊の研究をすることにより ，誰にでもで
きる，効果的な指導方法を検討し，特別教育活動や行事とも関連させて，更に発展させる
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必要があると考える。
6 む す び
一般に，舞踊という言葉をきいた時に感んずる舞踊に対する考え方と，芸術としての舞
踊あるいは教育の場で行なわれる舞踊とは，全く違うものである。一般生活に余裕の出て
来た昨今，教養としての習い事が盛んになって来たといわれる。ピアノの普及もすばらし
い伸びをみせ，ピアノやオルカンを習うことは， 今ではめずらしいことではなし、。そして
女の子をもっ母親は，これも教養のーっとして踊りを習らわせるのである。一般的には，
古典ノ〈レエが，舞踊の中でもっとも芸術的であるとする考え方が残っているのである。
従って，芸術舞踊を考え．それを通して，教育舞踊を位置づけることにより，現在問題
の多いとされる舞踊の分野を一日も早く ，正しい効果的な指導の軌道にのせて，舞踊本来
の教育的価値を充分発揮させることを願って止まないのである。
教育における体育教科に対する軽視ともいえる諸々の事態，そして， 一般社会における
体育に対する正しい理解の少ない事態をみるとき．その原因は多くあるだろうが，特に深
く考えなければならなL、。
舞踊は，その発展方向の数の多いこと，そして，もっとも派手に舞踊が行なわれるの
は．教育の場以外の場所であり，およそ教育とは，関係がないかのよ うに思われたり，教
育舞踊という特別な踊り のテク ニックがあり．町のレッスン場の踊りとは別のものである
と考えられ，しかも教育舞踊の方が，芸術的でないかのように思われている。
指導内容の複雑さ，指導方法のむずかしさ，大学において学んだだけの力では，到底指
導できないような精神的な面のむずかしさがあることから，指導者自身に力がないという
ことが問題として考えられる。
そして，指導者養成を目指すところの本学においては，舞踊発展のために，もっと深く
検討されるべきであり，その責任の重さを切に感んずるところである。しかし，短大生に
対し， 2年間で効果的な舞踊指導を成すことは，それ以前の経験の少ない実状から考えて
も，非常に困難なものがある。
次回には，本学における舞踊指導の4年の推移を述べ， 先輩諸先生の御指導 ・御批判を
仰ぎたいと考えている。
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